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【研究背景】 

 リチウムイオン電池の特性や安全性の向上

のためには電極内部の電気的ネットワークの

理解が重要だと考えられている。そのため、走

査型広がり抵抗顕微鏡（SSRM）による電気抵

抗分布測定が注目を集めている。しかし、

SSRM で得られる抵抗分布では電気的ネット

ワークは顕わになっていない。そこで我々は、

SSRM と計算機シミュレーションとを組み合

わせることで、電気伝導（この場合は電子伝導）

ネットワークを解析する手法を開発した。 

【実験】 

 試料は産総研で作製した正極シートをクロ

スセクションポリッシャーにより断面出しを

行い作製した。SSRM 測定は Bruker 社製の

ICON-GB システムを用いた。このシステムで

は、AFM ヘッドがグローブボックスに格納さ

れているため、水分の影響を受けずに安定した

電気抵抗測定が可能である。電流分布は、

SSRM で得られた電気抵抗分布のデータを元

に各データ点間を流れる電流をオーム則及び

電荷保存則を用いて求めた。 

【結果及び考察】 

 図は SSRM によって得られた正極断面試料

の電気抵抗分布像（SSRM 像）と電気抵抗分布

に基づき計算された電流分布像である。それぞ

れの像では、明るい程抵抗値及び電流値が大き

い。 

 SSRM 像では、活物質である LiCoO2粒子が

導電助剤（カーボン）に比べて明るく明瞭に観

察されており、SSRM が電極試料の測定に効果

的であることがわかる。電流分布像では、導電

助剤が電流のパスになっていることがはっき

りと確認できる。 

 ここで、電流分布像の矢印の位置で LiCoO2

粒子内部の電流値が大きいことが注目される。

これはその付近で導電助剤のネットワークが

途切れており（SSRM 像青線の領域）、電流が

LiCoO2 内部に侵入するためと説明できるが、

このことは即ち、電極内部の電子伝導ネットワ

ークを理解するために、電流分布による解析が

極めて有効であることを示している。 
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